
東京大学CoREF 

知識構成型ジグソー法を用いた協調学習授業 授業者振り返りシート

授業日時/教科・単元 令和元年  月  日/ ３年理科・ 太陽と恒星の動き   

授業者  五島 暁人    教材作成者  五島 暁人   

1. 児童生徒の学習の評価（授業前後の変化） 

（１）3 名の児童生徒を取りあげて，同じ児童生徒の授業前と授業後の課題に対する解答がどのように
変化したか，具体的な記述を引用しながら示して下さい。実技教科等で児童生徒の直接の解答が取れな

い場合は，活動の様子の変化について記して下さい。
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（２）児童生徒の学習の成果について検討して下さい。授業前，授業後に児童生徒が答えられたことは，

先生の事前の想定や「期待する解答の要素」と比べていかがでしたか。
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○授業前の記述では，１３名中１１名の生徒が「自転」または「公転」というキーワードを使って記述して

いた。また，６名の生徒が「宇宙から見た視点」で，太陽・地球・星座の位置関係を記述していた。しか

し，星座の動きは，地球の自転と公転によって起こる見かけの動きであることを捉え，そのことを利用し，

星座の見える位置を正しく予想し，その根拠を説明できた生徒は１名もいなかった。特に，前時に太陽の

日周運動を学習しているため，自転のみで星座の動きを考えている生徒が多かった。

○授業後の記述では，星座の見える位置を正しく予想できた生徒は１３名中１２名であった。また，その根

拠について，１１名の生徒が「自転・公転」というキーワードを正しく使って文章で説明することができ，

１０名の生徒が，「宇宙から見た視点」で，天体の位置関係とそれぞれの運動を図で記述することができて

いた。授業後には，事前の想定より多くの生徒が，「期待する回答」に近い記述ができた。

2. 児童生徒の学習の評価（学習の様子） 

児童生徒の学習の様子はいかがでしたか。事前の想定と比べて，気がついたこと，気になったことを

あげてください。

○前年度に同じ課題で授業実践した際には，「宇宙から見た視点」で天体の位置関係や運動を捉え，課題につ

いて説明することができた生徒はほとんど見られなかった。このことを踏まえて今年度の実践では，より

「宇宙から見た視点」で，天体の位置関係や運動を捉えることができるようにエキスパート資料の配分を

増やして実践した。また，単元を通して，天体の位置関係や運動を，「地球から見た視点」と「宇宙か

ら見た視点」で捉える学習を行ったことで，この２つの視点の切り替えについては多くの生徒が授業前ま

でに習得した状態で実践することができた。その結果，授業の中でも，それぞれがエキスパート資料で習

得した知識・技能を活用して，星座の見える位置を「地球から見た視点」で予想し，その根拠を，「宇宙か

ら見た視点」で説明しようとする姿が，ジグソー活動やクロストーク活動で多く見られた。 

○各班のジグソー活動の様子から，それぞれの資料について説明はできるものの，自転と公転を組み合わせ

て考えることが難しく，つまずきの見られた班がいくつかあった。しかし，クロストーク活動の際に，他

の班の考えを聞いたり，意見交流したりする中で，つまずきが見られた班も自転と公転を組み合わせた考

え方を習得することができ，授業後の記述では，多くの生徒が，「期待する回答」に近い記述ができていた。

○ジグソー活動の様子や授業後の記述から，天体の位置関係や運動の様子を図で説明するときにつまずく班

や生徒が見られた。これは，観測者の位置を記入する際に，２０時や２３時という時間設定では図への記

入が難しいことや，観測者から見たとき「星座までの距離が離れているため光が平行に届く」という概念

をエキスパート資料で捉えさせることができなかったことに原因があると考えられる。 

3. 授業の改善点 

 児童生徒の学習の成果や学習の様子を踏まえ，次の3点について今回の授業の改善点を挙げて下さい。
（１）授業デザイン（課題の設定，エキスパートの設定，ゴールの設定，既有知識の見積もりなど）

○課題設定については，授業後の記述で，多くの生徒が「期待する回答」に到達しており，本学級の生徒に

とって，適切な難易度であったと感じた。一方で，観測者から見たとき，「星座の光が平行に届く」とい

う概念を定着させることができていなかったので，生徒の既有知識の見積もりをより丁寧に行い，「授

業までにつけておくべき力」「授業でつけたい力」「授業後につけたい力」を授業者がしっかりと区別

し，指導する必要があると感じた。

（２）課題や資料の提示（発問，資料の内容，ワークシートの形式など）

○エキスパート資料については，天体の位置関係を図で説明するときにつまずく班が見られたことから，

図で表しやすい時間（１８時や０時）に設定する等，生徒の実態に合わせて内容を改善する必要があ

ると感じた。また，図で表すことにつまずく生徒も見られたことから，あらかじめ天体の位置を記入

したワークシートを用意する等の支援を考えておく必要があると感じた。

（３）その他（授業中の支援，授業の進め方など）

○前時で，課題設定と授業前の個人の記述を済ませ，本時では，エキスパート活動から学習を始める２

時間での授業展開を行った。生徒同士で話し合う時間や思考する時間が十分に確保できている様子だ

ったので，今後も単元計画をしっかり立て２時間での授業展開がよいと感じた。


